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背景 ～燃焼技術とは～ 

エネルギー輸入国、日本を支える燃焼技術 

・大切な石油、ガスなどのエネルギー源を 

社会に使いやすく変換する幅広い技術 

 (発電、動力、etc) 

・その変換効率を高める研究は 

極めて重要であり、世界的に競争中 

・未だ未解明な現象が多く、 

日本では 産業界、 

大学などで個々に研究 

燃焼技術 

外燃機関 

ガソリン 
エンジン 

ディーゼル 
エンジン 

間欠燃焼 

連続燃焼 

内燃機関 

ガス 
タービン 

炉
ボイラー 

機械 制御 

熱 
流体 

潤滑 
計測 

輸送 自動車 二輪車 

トラック 

大型発電機 

ヒータ 

発電 

小型 
発電 

汎用 

芝狩り 

飛行機 

ジェット 
エンジン 

反応 

航空 

海外の対応 
・開発スピードを上げる効率的な
水平分業の開発スタイル 

蒸気 
タービン 
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背景 ～内燃機関の重要性～ 

自動車が進化してもその動力は内燃機関を使用 
・これから30年以上に渡って、世界自動車台数は増加の一途 

・その半数以上は内燃機関を使用し、世界の石油エネルギーの約50%を消費 

Gasoline 

Diesel 

Hybrid 

PHEV 

EV 

FCEV 

Hybrid 

PHEV 

New Policies Scenario Blue Map Scenario 

IEA ETP2012将来PT台数推定 

新興国イメージ 先進国イメージ

内燃機関

内燃機関



IEA ETP2012将来PT台数推定 背景 ～まず自動車から！～ 

社会のために限られたエネルギーを永く大切に使う責任 

地球のために優しく走る使命 
・ハイブリッド自動車も内燃機関を使用 

・新興国は、ほとんどが内燃機関を搭載する車を使用 

★新しい技術で内燃機関の効率を上げ、ＣＯ2排出を削減し続けることが責務 

自動車産業は、日本のGDP・雇用を支える国民産業 
・内燃機関は、複雑かつ高い技術の総合力を持ち、幅広い裾野産業を保有 

・強力な欧米の内燃機関産学官団体に対抗する研究開発力が必要 
  産業に直結した工学研究、整備されたインフラ、人材の育成体制など 

★日本全体を巻き込む広く強い研究基盤が必要 
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